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研究成果の概要（和文）： 

筑波山麓全域を人類学的に調査し、とくに各地区独自の地域づくり活動の実態を調べ、活動

のアクター間の関係性を明らかにした。また、つくば学園地区での独自の地域づくりやネット

ワーク形成の事例も取り上げ、そうした中から山麓地区と連携できる活動をとりあげ、その可

能性を調べた。 

 具体的には、大学および大学院での「野外調査法」の実習を通じて、学生主体による山麓・

学園地域の聞き取り調査を指導・実施し、報告書としてまとめた。この報告書はつくば市の観

光基本計画策定の基礎資料としても利用されている。 

                             

研究成果の概要（英文）： 

  At first, I made an anthropological fieldwork on the large area surrounding Mt. 

Tsukuba in Tsukuba city, Ibaraki prefecture, paying particular attention to unique 

community-building activities of each sub-area or village, and also the relationship of 

active actors involved in these community activating activities. 

   At the same time, I picked up cases of network-building activities of urban central area 

so-called Gakuen.of Tsukuba city, and sought the possibility of these activities of both areas 

cooperating with each other. 

   As a concrete procedure of my research, I organize fieldwork activities both of graduate 

students and undergraduate students in the class of field research method, and actually 

conducted both in-depth and extended fieldwork mainly based on interview method during 

the terms of this research, and published its result as a series of fieldwork reports, which 

are, as basic materials, actually being used for designing Tsukuba City Master Plan for 

Tourism. 
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１． 研究開始当初の背景 

人類学はフィールドワークという手
法によって、対象社会の人々とともに生
活をし、カルチュア・ショックを受けな
がらも、人々に受け入れられてゆく過程
を通して、対象社会の文化を自らの文化
との対比によって客体化し、提示してき
た。  

 この経験的手法の優位性は明らかで
あるが、一方で、そうした調査に基づい
た詳細な記述が対象社会の現状を明ら
かにしながらも、そうした社会の直面す
る問題への対応という視野を有してい
なかった。対象社会が調査の対象という
だけではなく、よりよき変化をもたらさ
れるべき政策的対象として捉えること
が求められてきた。 

研究代表者は、1980 年代にオースト
ラリア北東部に位置するトレス海峡島
嶼社会の変容を研究対象とし、フィール
ドワークを行なった。その際のアプロー
チは開発現象を対象とする「開発の人類
学」というものであった。そこから、開
発現象を「人類学」するだけでなく、そ
の延長としての開発への実践が研究代
表者の研究課題ともなっていた。 

人類学的には、伝統地域が、開発の人
類学および開発人類学の手法による実
践的なコミットメントの対象として浮
かび上がってきたといえよう。国内にお
ける開発研究の一分野として、「地域づ
くり」が対象とされ、人類学的な応用・
実践的アプローチが求められてきてい
た。  

 

 

２．研究の目的 

つくばエクスプレスが開通し、筑波山
麓地域では、外部に起因する社会変動が
生じつつある。そうした中、地域づくり
を開発の一つの形態と捉え、人類学的調
査を行ない、筑波山麓の地域づくりの実
践に関わることが当研究の目的である。 

山麓地域の各地区の特徴を明らかにし
、その特徴に応じた地域おこしの形態を
探る。各々地区の特徴を明らかにし、地
区ごとの資源を、歴史資源、環境資源、
文化資源、自然資源として、発掘し、網

羅し、分類してゆく。また、内外のミド
ルマンやNGOやNPO活動の実態を調査
し、地域おこしの過程におけるアクター
の意義と重要性を明らかにしてゆく。 
 その上で、各々の地域の特徴を補い合
う独自の歴史空間という捉え方を確立し
、地域住民の空間アイデンティティの拡
大・展開を促し、連帯することを促す。 

 

 

３．研究の方法 

 開発論および地域おこしの文献、筑波

山麓地域の自然、歴史、文化、行政プロ

ジェクトに関する資料のデータベース

を作成している。 

筑波山麓地域という空間をノーマ

ン・ロングのいうソーシャル・フィール

ド（社会的な場）と捉えた場合、小田、

北條、筑波、臼井、神郡、平沢など各地

区は、その下位空間を構成するドメイン

（空間領域）とされるが、実際にはソー

シャル・フィールドとドメインは単純な

階層構造ではないため、行政が設定する

筑波山麓地域（旧筑波村）と各地区との

関係性を見極め、地域づくりのアクター

を特定し、アクター間の交渉過程に留意

してきた。 

具体的には、大学および大学院での

「野外調査法」の実習を通じて、筑波山

麓地域におけるさまざまなインフォー

マントへの聞き取り調査を指導・実施し、

聞き取り調査の報告を整理した。     

まず、生態や伝承、生業、社会構造や

世界観、個人の生活史、行政の関わり方

などの全般的な調査からはじめ、生成し

つつある地域おこしの運動に対する意

識調査を実施した。 

とくに筑波山麓地域のなかでも、小田、

北條、筑波、平沢、筑波地区を集中調査

し、その地区の視点から捉えた筑波山麓

地域像を明らかにした。 

調査の後半からは、地域おこしのリー

ダーなどのキー・パーソンにインタビュ

ーを試み、アクターとしての総合的把握

を行ない、さらにアクター間の関係性を



明らかにし、そこから、より広範におよ

ぶ地域統合という観点から、更なる地域

づくりの可能性を探るという実践的ア

プローチを行なった。 
 
 
４．研究成果 

開発の人類学は、外部からの影響によ
る伝統社会の変容をよく捉えている。人
類学的な手法によって、開発の民族誌を
生産しながら、同時に自らも開発の一ア
クターとなって、対象社会の人々の視点
を重視した開発を推進するという自己
言及的な開発への関わり方が新たなア
プローチとして求められている。このこ
とは開発の人類学と開発人類学の統合
という斬新な試みである。 

Ｐ Ｒ Ａ (Participatory Rural 
Appraisal ） や Ｐ Ｌ Ａ (Participatory 
Learning and Action)といった参加型プロ
ジェクトは一定の成果を上げてきたが、
こうした手法における「参加」の在り方
に大きな問いが投げかけられてきてい
る。この研究はそうした問いに対し、現
在注目を集めつつある「プロセスとして
の開発」という方法や視点につながるア
プローチの一つの在り方を提示してい
るといえよう。  

人類学のフィールドワークの手法を
放棄して既存のプロジェクト型開発の
手法に従属することなく、既存のフィー
ルドワークの応用展開として、開発の人
類学を「プロセスとしての開発」アプロ
ーチに発展させてゆく新たな方向性を
喚起する研究である。 
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